
　　　　

2025 年 3 月 1 日

9 時 30 分から 15 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

親子での活動や行事を実施し、保護者とともに子どもの成長を感じられる機会を設けています。
入園式、家庭訪問、園外保育（春・秋）、浜あそび（二色の浜）、参観週間、休日参観、プール（市民プール、園庭プール）、運動会、芋ほり、焼き芋、みかん狩り、クリスマス会、生活
発表会、お楽しみ会、修了式、クッキング、避難訓練（毎月）

家族支援

家庭訪問や個人懇談などを実施し、家庭での様子を伺い、自宅での様子や困りご
となど、子育てに関する相談を行います。月1回程度、母親教室で情報提供や専
門職からの学習会を開催しています。

移行支援

個人懇談を通して、発達面と子どもの思い、保護者の考えを共有しなが
ら、方向性を共に考えます。こども園との交流や小学校体験に同行し、安
心して移行できるようにします。

地域支援・地域連携

保健師や併用利用先の事業所等の関係系機関同士の連携を図ります。
自立支援協議会、子ども支援部会へ参加します。

職員の質の向上

カリキュラム会議、職員会議を実施
障害児保育研究部会の開催
外部研修会の参加
日々の療育内容の評価と反省の実施
他機関への見学

支　援　内　容

子どもの発達や体調に配慮しながら生活リズムを整えていきます。食事、排せつ、着脱、睡眠、歯磨き、片付けなど、身の回りのことを自分でしようとする力を育てます。生活の見通しが
もてるように子ども一人ひとりに合わせた支援を行っていきます。子どもの口腔機能・身体機能に合わせた食事提供を行うために、専門職と相談しながら食形態や食具等の食事環境の提案
を行っていきます。

〇全身を使うあそび（散歩、運動あそび、リズムあそび、ふれあいあそび、戸外の固定遊具など）
　健康でしなやかな身体をつります。身体を動かす、動かしてもらう中で、「楽しい」「もっとしたい」の経験を積み重ねていきます。
〇手指を使うあそび（砂あそび、製作、粘土、描画、感触あそび、楽器あそびなど）
　姿勢を整え両手を使って遊ぶことで、手ごたえを感じ繰り返し楽しみます。また、生活の中で出来ることが増え、考える力を育みます。
〇感覚
　感触あそび等を取り入れ、感覚の育ちや感覚過敏への配慮を行います。子どもの感覚特性を理解し、安心して過ごせるように環境設定など対応を行っていきます。本

人
支
援

子どもの特性を把握し、視覚、聴覚、触覚などの感覚を活用して個々に合わせた支援方法や環境設定を行い、できたの達成感や「もう一回！」「やってみたい」と意欲が持てる関わりをし
ます。簡単なルールのあるあそびを通して見通しを持った行動や切り替え、状況理解を育てていきます。散歩など戸外活動や季節に応じた行事やあそびを通して、子どもの五感に働きか
け、豊かな感性を育みます。自園の給食やクッキング活動を通して、視覚、嗅覚、触覚で感じ、食の広がりにつなげていきます。

身振り、指さし、サイン、ジェスチャー、カードなどを使いながら、自分の気持ちを周りに伝える経験を積み重ねていきます。言葉と動作が結びつくように、子どもの動作に言葉を添えて
伝え、場面に合わせた言葉の理解や表出につなげられるように支援します。また、絵本や音楽活動等を通してやりとりを楽しみながらコミュニケーションの力を育てていきます。

スタッフや子ども同士の集団の中で、自分の思いを表現し、友だちと過ごす楽しさを感じられるよう支援していきます。やりとりを重ねる中で気持ちを受けてとめてもらう経験を大切に
し、人と関わる心地良さを育てていきます。

支援方針

それぞれの年齢・保育経験・発達などをふまえたグループ編成を行い、個々に応じた支援を行っていきます。専門職と連携し、運動あそびや音楽活動、感触あそびなど遊びを通した活動を
大切にしながら、子どもが主体的に関われる経験を積み重ね心身の発達を促していきます。一人ひとりの子どもたちが小集団（大人・子ども）のなかで、“楽しかった”と思える遊びや生
活を経験しながら、手応えや達成感を積み重ね、子どもが「やってみたいな」と思えるような活動を準備し、見通しと期待が持てる楽しい生活を作っていきます。

＜子どもたちの目標＞
①じょうぶな身体をつくる　②基本的生活習慣を身につける　③友だちと一緒にたっぷり遊ぶ　④豊かな感情や人と関わる力が育つ

開所時間 送迎実施の有無

事業所理念 早期に療育を勧めながら、子どもの発達面での課題などについて保護者の方とともに考え、成長・発達を促していくことを目的としています。

事業所名 貝塚市幼児教室 作成日支援プログラム


